
２７年 第２学年 家庭 年間指導計画 
 
１ 教科目標 

  生活に必要な基礎的・基本的な知識及び技術の習得を通して，生活と技術とのかかわりについて理解を深め，進んで生活を工夫し

創造する能力と実践的な態度を育てる。 

 

２ 評価の観点 
生活や技能への 

関心・意欲・態度 
生活を工夫し創造する能力 生活の技能 

生活や技術についての 

知識・理解 

衣食住や家族の生活などに

ついて関心をもち，これからの

生活を展望して家庭生活をよ

りよくするために進んで実践

しようとする。 

衣食住や家族の生活などについ

て見直し，課題を見付け，その解

決を目指して家庭生活をよりよく

するために工夫し創造している。 

生活の自立に必要な衣食住

や家族の生活などに関する基

礎的・基本的な技術を身に付

けている。 

家庭の基本的な機能につい

て理解し，生活の自立に必要な

衣食住や家族の生活などに関

する基礎的・基本的な知識を身

に付けている。 

 

３ 評価基準（１００点満点） 

      観点 

方法 

生活や技能への 

関心・意欲・態度 

生活を工夫し創造

する能力 
生活の技能 

生活や技術につい

ての知識・理解 
合計 

定期試験 １０ １０ １０ ２０ ５０ 

提出物 ５    ５ 

忘れ物・授業態度 １０    １０ 

作品  １５ １５  ３０ 

小テスト    ５ ５ 

合計 ２５ ２５ ２５ ２５ １００ 

 

４ 使用教材 

  教科書「新しい技術・家庭 家庭分野」（東京書籍） 

 

５ 年間学習計画（計 ３５時間） 

学

期 
月 単元名 学習目標 

時

間 
主な評価規準 

評価

方法 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 
 
 
 
 
５ 
 
 
６ 
 
 
７ 
 
 
 
 

２編 わたした
ちの衣生活と
住生活 

 
○わたしたちの
衣生活 

１衣服のはたら
き 

 
★言語活動 
衣服の目的に応 
じた着方や個性 
を生かした着方 
を考えながら， 
衣服の働きをま 
とめる 
 
２衣服を選ぼう 
 
 
○わしたしたち
の衣服 製作 

１衣服の構成を
知ろう 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

衣服と社会生活とのかかわりを理解で

きる。 

・目的に応じた着用や個性を生かす着用

を工夫で 

きる。 

 

 

・衣服の適切な選択ができる。 

 

・衣服の基本的な構成を理解できる。 

・立体構成と平面構成の違いをまとめる

ことができる。 

 

 

 

 

２ 

 

 

 

 

 

11 

 

 

 

・衣生活や住生活を豊かにするための製作品を考え，

製作計画や方法について自分なりに工夫をしている。 

                     （工夫） 

・安全で能率よく，布を用いた物の製作をすることが

できる。（技能） 

・布を用いた物の製作に関する知識を身につけている。 

                     （知識） 

 

・衣服と社会生活とのかかわりに関心をもち，時・場

所・場合に応じた衣服を着用しようとしている。（関心） 

・目的に応じた着用や個性を生かす着用について考え，

工夫している。（工夫） 

・衣服の社会生活上の機能について理解している。 

（知識） 

・目的に応じた衣服の適切な選択について考え，工夫

している。（工夫） 

・既製服を選択するための情報を収集・整理すること

ができる。（技能） 

・既製服の表示と選択に当たっての留意事項について

理解している。（知識） 

 

観察 

提出

物 

自己

評価 

 

実技

試験 

 



２ ９ 
 
 
 
 
10 
 
 
 
 
11 
 
 
 
 

 
２製作計画を立
てよう 

★言語活動 
各自で実践した 
ことをまとめ発 
表し合う 
 
 
 
 
 
３衣服の手入れ
と補修 

 
 
 
４よりよい衣生
活を目指して 

 
〇住生活と自立
１住まいの役
割とは何だろ
う 

 

 

・効率的に製作するために製作計画をた

てることができる。 

・製作に必要な材料や用具を準備し，用

具の正しい使い方を理解できる。 

・基本的な縫製技術を理解できる。 

 

 

 

・衣服の材料や状態に応じた日常着の手

入れができる。 

 

 

・衣生活の自立に向けて，自分にできる

ことを具体的に考えることができる。 

 

・家族の住空間について考える事ができ

る。 

 

 

１

０ 

 

 

 

 

 

 

・衣服の材料や状態に応じた日常着の手入れに関心を

もち，洗濯や補修の課題に取り組もうとしている。（関

心） 

・衣服の材料や状態に応じた洗濯や補修について考え，

工夫している。（工夫） 

・衣服の材料や汚れ方に応じた方法で日常着の洗濯が

できる。（技能） 

・補修の目的と布地に適した方法で衣服を補修するこ

とができる。（技能） 

・洗濯の要点と方法について理解している。（知識） 

・補修の目的と布地に適した方法について理解している。（知識） 

・衣服の活用や管理について，自分なりに工夫してい

る。（工夫） 

 

 

 

 

 

 

・さまざまな住まいに関心を持ち、住生活をより良く

しようとしている。（関心） 

 

提出

物 

自己

評価 

観察 

 

 

 

 12 
 

２家族と住まい
のかかわりを
考えよう 

 
３安全に住むた
めにはどうし
たら良いだろ
う 

 
４健康で快適な
室内環境を考
えよう 

 
 
５より良い住生
活を目指して 

 

・住居の基本的な機能について知ること

ができる。 

・生活行為と必要な住空間を挙げること

ができる。 

・家族の安全を考えた室の合い空間の整

え方を知り、安全な住まい方を考える。 

・家族の健康を考えた室内環境の整え方

を知り、快適な住まい方を工夫できる。 

 

 

 

・家族が安全で健康的に安心して住むた

めに自分にできることを具体的に考え

る事ができる。 

・布を用いた物の製作を通して，生活を

豊かにするための工夫ができる。 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・住居の基本的な機能について理解している。（知識） 

・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定期

試験 

３ １ 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 
 
 
 
 
 
 
３ 

 
○わたしたちの
消費と環境 

１消費生活につ
いて 

 
２消費者として
の自覚 

 
★言語活動 
消費者トラブル 
の解決方法をグ 
ループで話し合 
い，発表する 
 
３生活の中にお
ける環境への
影響 

 
★言語活動 
環境に配慮した
消費者生活と
はどのような
ことか，話し
合う 

 

 

・物資やサービスを選択するためのポイ

ントを理解できる。 

・情報の利用の仕方を理解する。 

・様々な販売方法と支払い方法を理解す

る。 

 

・契約成立によって生じる権利と義務を

理解する。 

 

 

・消費者を取りまく問題とその解決方

法，関連する法律を知る。 

・消費者の権利を理解する。 

 

・自分の生活と環境のつながりを理解

し，環境に配慮した実践ができるように

する。 

 

８ 

 

・消費者生活に関心を持って学習しようとしている。 

（関心） 

・物資やサービスの選択方法を知り，工夫して選択で

きる。（工夫） 

・物資やサービスの適切な選択・購入・活用ができる。 

                     （技能） 

・表示やマークについて理解し，販売方法と支払い方

法について理解する。（知識） 

・消費者問題のトラブルの対策を自分で工夫できる。 

（工夫） 

・消費者問題の解決方法を知り，消費者の権利を理解

する。（知識） 

・消費者生活と環境を考えて，自分にできることを考

えることができる。（工夫） 

・消費者生活が環境へ与えることを理解し，改善策を

考えることができる。（知識） 

提出

物 

自己

評価 

観察 

 

 

 

 

 

 

定期

試験 

 



 


